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科学技術振興機構報 第１５９８号 

令  和  ５  年  ２  月 １ 日 
 

東京都千代田区四番町５番地３ 

科学技術振興機構（ＪＳＴ） 

Tel：03-5214-8404（広報課） 

URL https://www.jst.go.jp 
 

戦略的国際共同研究プログラム（ＳＩＣＯＲＰ） 

ＥＩＧ ＣＯＮＣＥＲＴ－Ｊａｐａｎ「原子レベルでの材料設計」における 

令和４年度新規課題の決定について 
 

 ＪＳＴ（理事長 橋本 和仁）は、戦略的国際共同研究プログラム（ＳＩＣＯＲＰ）で実

施するＥＩＧ ＣＯＮＣＥＲＴ－Ｊａｐａｎ注）において、新規採択課題を欧州の７ヵ国８研

究助成機関と共同で決定しました（別紙１、別紙２）。 

ＥＩＧ ＣＯＮＣＥＲＴ－Ｊａｐａｎは、欧州各国と日本が連携して共同研究を推進する

多国間共同研究プログラムです（別紙３）。 

今回の募集は９回目にあたり、２０２２年５月９日から７月１８日にかけて、ＪＳＴと欧

州７ヵ国８研究助成機関との協力により「原子レベルでの材料設計」の分野で新規課題を募

集しました。１１件の応募があり、各国の専門家との協議に基づいて、６件の採択課題を決

定しました（別紙４）。研究期間は約３年間、日本側の研究費（予算額）は１課題当たり総

額１，８２０万円を上限（間接経費込み）としています。 

 

注）ＥＩＧ ＣＯＮＣＥＲＴ－Ｊａｐａｎ 

ＣＯＮＣＥＲＴ－Ｊａｐａｎ（Ｃｏｎｎｅｃｔｉｎｇ ａｎｄ Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｎｇ Ｅｕｒｏｐｅａｎ Ｒｅｓｅ

ａｒｃｈ ａｎｄ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ ｗｉｔｈ Ｊａｐａｎ）は、２０１１年１月に欧

州連合（ＥＵ）がＦＰ７（第７次研究技術開発フレームワークプログラム）の中で実施する

ＥＲＡ－ＮＥＴ（欧州研究領域ネットワーク）プロジェクトとして始動しました。 

欧州諸国と日本との間にすでに存在する科学技術協力をさらに推し進め、発展させるこ

とを目的としています。ＥＲＡ－ＮＥＴプロジェクトは２０１４年１２月に終了しました

が、この効果的な協力関係の継続への要望が参加機関から挙がり、共同研究公募をはじめと

した協力活動を推し進める手段として、ＥＩＧ（Ｅｕｒｏｐｅａｎ Ｉｎｔｅｒｅｓｔ Ｇｒｏｕｐ ｆｏｒ 

Ｊａｐａｎ）が２０１４年１２月に発足し、運営を引き継いでいます。 

ＵＲＬ：http://concert-japan.eu/ 
 
＜添付資料＞ 

別 紙１：ＥＩＧ ＣＯＮＣＥＲＴ－Ｊａｐａｎ「原子レベルでの材料設計」令和４年度新規課題

一覧 

別 紙２：ＥＩＧ ＣＯＮＣＥＲＴ－Ｊａｐａｎ 第９回募集参加機関一覧 

  別 紙３：ＥＩＧ ＣＯＮＣＥＲＴ－Ｊａｐａｎ 参加機関一覧 

別 紙４：ＥＩＧ ＣＯＮＣＥＲＴ－Ｊａｐａｎ 第９回募集Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ Ｃｏｍｍｉ 

ｔｔｅｅメンバー一覧 

参 考 ：戦略的国際共同研究プログラム（ＳＩＣＯＲＰ）ＥＩＧ ＣＯＮＣＥＲＴ－Ｊａｐａｎ 

令和４年度採択課題評価基準 

 

＜お問い合わせ先＞ 

科学技術振興機構 国際部 
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〒102-0076 東京都千代田区五番町７ Ｋ’ｓ五番町 

佐藤 正樹（サトウ マサキ） 

Tel：03-5214-7375 Fax：03-5214-7379 

E-mail：concert[at]jst.go.jp 
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ＥＩＧ ＣＯＮＣＥＲＴ－Ｊａｐａｎ 

「原子レベルでの材料設計」 

令和４年度新規課題一覧 

 

 
課題名 

（英語略称） 

各国研究代表者・ 

所属機関・役職 
課題概要 

１ 深紫外ＬＥＤの実用

化に向けたＡｌＧａ

Ｎヘテロ界面の原子

レベル制御（ＡｔＬｖ

－ＡｌＧａＮ） 

寒川 義裕  

九州大学 

応用力学研究所 

教授（副所長） 

（日本） 

本研究は、コロナウイルスや細菌な

どのＲＮＡ、ＤＮＡの破壊、不活化に

資する深紫外ＬＥＤの開発を目的と

する。具体的には、（１）ポーランド

と三重大学のチームが、原料原子・分

子の結晶成長表面への吸着確率など

の物性パラメーターを解析し、（２）

ブルガリアのチームが、得られた物性

パラメーターを実装した表面原子ス

テップの動的挙動を解析するデジタ

ルツイン（仮想空間での現実空間のデ

ジタル複製）を開発する。（３）九州

大学のチームが、開発されたデジタル

ツインを活用した機械学習により原

子レベルで平坦な表面／界面を得る

ための結晶成長条件を予測する。以上

の知見を基に、（４）三重大学のチー

ムがＡｌＧａＮ有機金属気相成長に

より深紫外ＬＥＤを作製する。３ヵ国

４チームによる共同研究を通して、ク

リーンで安全・安心な社会の実現に寄

与する。 

べセリン・トンチェフ 

ソフィア大学 

物理学研究院 

准教授 

（ブルガリア） 

パウエル・ケンピスティ 

ポーランド科学アカデミー 

高圧物理学研究所 

助教 

（ポーランド） 

２ 単分子接合に特徴的

な機能、物性の探索お

よび発現機構の解明

（ＤＥＣＯＳＭＯＬ） 

藤井 慎太郎 

東京工業大学 

理学院 

特任准教授 

（日本） 

本研究は、日本、スペイン、チェコ

の協働により、単分子接合に特徴的な

物性の発現機構の解明を目的とする。

スペインは単分子接合の分子設計と

界面制御法の開発を行い、日本は輸送

特性の評価と構造解析を行う。チェコ

は輸送特性の理論分析を行うことで、

単分子接合に特有の輸送特性が発現

する機構を解明し、その結果をスペイ

ンの分子設計へフィードバックする。

単分子接合は微小な空間に単分子が

捕捉された構造を持つため、その構造

マニエル・クエバフアン 

グラナダ大学有機化学専攻 

教授 

（スペイン） 

 

マリアテレサ・ゴンザレス

ペレス 

別紙１ 
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課題名 

（英語略称） 

各国研究代表者・ 

所属機関・役職 
課題概要 

ＩＭＤＥＡ ナノサイエン

ス研究所 

上級研究員 

（スペイン） 

同定が困難である。加えて、金属との

相互作用により電気特性・磁性・反応

性など分子本来の物性が変調される

ため、その予測や制御が課題である。

本研究では、３ヵ国間で協働し、分子

設計、構造解析、理論分析を融合する

ことでこれらの課題を解決し、巨大熱

起電力や１００パーセントの透過率

を示す単分子素子の創出が期待され

る。 

ヘクター・バスケス 

チェコ科学アカデミー 

物理学研究所 

研究主幹 

（チェコ） 

３ フェロイック流体材

料の画期的応用研究

（ＦｅｒｒｏＦｌｕ

ｉｄ） 

荒岡 史人  

理化学研究所 

創発物性科学研究センター 

チームリーダー 

（日本） 

本研究は、近年発見された、高い流

動性・強誘電性を併せ持つ全く新しい

液晶材料をベースとし、分子・原子レ

ベルでの強誘電性の起源を探索しな

がら、構造制御を行うことでマルチフ

ェロイック性と呼ばれる画期的な機

能発現を試みるほか、高機能太陽電池

やメモリーデバイスへの応用原理を

示す。研究コンソーシアムは日本チー

ムのほか、ポーランド、ハンガリー、

チェコによる計４ヵ国により構成さ

れる。日本チームは非線形分光やイメ

ージングによる物性解析を中心に行

い、ポーランドチームが構造解析や構

造制御・デバイス作成、ハンガリーチ

ームは動的な応答特性の解析を行う。

これらをフィードバックしつつ、チェ

コチームは全ての基幹となる材料設

計・合成を行う。これら一貫した共同

研究体制によって画期的な応用機能

の実現が期待される。 

ウラジミーラ・ノボトナ 

チェコ科学技術アカデミー 

物理学研究所 

研究員 

（チェコ） 

ピーター・サラモン 

ハンガリー科学アカデミー 

ウィグナー物理学研究所 

研究員 

（ハンガリー） 

 

 

マグダレナ・マユースカ 

ワルシャワ大学 

研究員 

（ポーランド） 

４ グリーンＨ２生産の

ための原子層状ヘテ

ロ構造の機械学習主

導のボトムアップ設

計（ＭＬＡＬＨ） 

モハマド・フセイン・ナシ

フ ・アル・アサディ 

理化学研究所 

創発物性科学研究センター 

研究員 

本研究は、水素製造用として最適な光

触媒のヘテロ構造薄膜に関する理論

的な解明を深め、設計、合成すること

を目的としている。提案するワークフ

ローは以下の通り。 
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課題名 

（英語略称） 

各国研究代表者・ 

所属機関・役職 
課題概要 

（日本） １.トレーニングセットを作成する

ためにハイスループット密度汎

関数計算を行う 

２.機械学習を利用して探索領域を

数百万のヘテロ構造へ拡張する 

３.原子制御できる薄膜技術を使用

し、予測に基づく合成と特性評

価を行う 

本研究では、日本チームやスペイン

チームが密度汎関数理論計算と機械

学習により数百万に上るヘテロ構造

のスクリーニングを行い、導かれる理

論的な結果に沿って、パルスレーザー

堆積法および原子層堆積法を用いて

試料を合成、トルコチームにより評価

を実施する。この方法を用いて合成さ

れた試料は、元来原子的に不正確、か

つ組成やサイズ、界面が不均質となる

湿式合成技術による電気化学分野の

先行研究と比べ、はるかに高品質なも

のになると期待される。 

ホセ・フリオ・グティエレ

ス・モレノ  

バルセロナスーパーコンピ

ューターセンター 

研究員 

（スペイン） 

エスメーイル・ヂューアス

トカ・ヘラ  

コチ大学 

トゥプラシュエネルギーセ

ンター 

研究員 

（トルコ） 

５ 多次元形態における

ナノ多孔質材料の精

密制御 (ＰＣｏＮ－

Ｍ３) 

大久保 達也 

東京大学 

大学院工学系研究科 

教授 

（日本） 

多孔質材料は触媒や吸着材などと

して広く用いられており、環境・エネ

ルギー問題解決へ向け重要な材料で

ある。優れた性能を示すためには、 ナ

ノ粒子やナノシートなどさまざまな

形態への制御が不可欠である。しか

し、原子レベルでの欠陥や配列の制御

はいまだ困難であり、十分な性能や耐

久性が得られないという課題がある。

本研究では、さまざまな形態を持つ多

孔質材料を対象に、原子レベルでの精

密制御による自在合成、高機能化を目

指す。日本側グループは、合成の専門

家であり、独自技術を用いてさまざま

な多孔質材料を合成することができ

る。一方、相手国側グループは先進的

な分析を行うことができる。両国の共

同研究により初めて原子レベルの精

ジリ・チェシカ 

カレル大学 

理学部 

教授 

（チェコ） 

デイビッド・セラノ 

ＩＭＤＥＡ エネルギー研

究所 

教授 

（スペイン） 
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課題名 

（英語略称） 

各国研究代表者・ 

所属機関・役職 
課題概要 

密制御とその解析が可能になると期

待される。 

６ 

 

 

 

 

精緻に設計された原

子レベル薄層におけ

るフォノンエンジニ

アリング（ＰＥＴＩＴ

Ｅ） 

野村 政宏  

東京大学 

生産技術研究所 

教授 

（日本） 

本研究では、グラフェンや遷移金属

カルコゲナイドなどの２次元材料を

用い、層数および層間回転角を精緻に

制御して積層した原子レベルの薄膜

におけるフォノンと熱輸送特性を解

明する。本材料では、材料の組み合わ

せと層間回転角によって生じるモア

レ縞の新しい周期性と異方性がもた

らす特異な輸送特性を探求すること

を目的とする。具体的には、材料作製

を得意とするスペインチームと、熱フ

ォノン輸送計測を得意とする日本チ

ーム、弾性波・フォノン輸送計測を得

意とするポーランドチームが連携し

て行う。本研究の遂行が単独で可能な

チームは世界になく、本連携によって

異方性２次元材料系の熱輸送特性を

明らかにする学術的意義と、高度な熱

マネジメント技術への展開が期待で

きる。 

マリアナ・スレジンスカ 

カタルーニャ・ナノサイエ

ンス・ナノテクノロジー研

究所 

リサーチエンジニア 

（スペイン） 

バルトロミエ・グラシコウ

スキー 

アダム・ミツキェヴィチ大

学 

准教授 

（ポーランド） 

※氏名に下線がある研究者がプロジェクトリーダー 

※日本人は姓、名の順、外国人は名、姓の順で記載 

※名と姓の間には「・」、複合名や複合姓には「＝」を使用 
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ＥＩＧ ＣＯＮＣＥＲＴ－Ｊａｐａｎ 第９回募集参加機関一覧 

 

 

参加国 研究助成機関名 

日本 科学技術振興機構（ＪＳＴ） 

スペイン スペイン国家研究機構（ＡＥＩ） 

スロバキア スロバキア科学アカデミー（ＳＡＳ） 

チェコ チェコ科学アカデミー（ＣＡＳ） 

チェコ チェコ教育青年スポーツ省（ＭＥＹＳ） 

トルコ トルコ科学技術研究会議（ＴＵＢＩＴＡＫ） 

ハンガリー ハンガリー研究開発イノベーション庁（ＮＫＦＩＨ） 

ブルガリア ブルガリア国立科学基金（ＢＮＳＦ） 

ポーランド ポーランド国立研究開発センター（ＮＣＢＲ） 

 

  

別紙２ 



8 

 

 

ＥＩＧ ＣＯＮＣＥＲＴ－Ｊａｐａｎ 参加機関一覧 

 

以下の１２ヵ国１４機関がＥＩＧ ＣＯＮＣＥＲＴ－Ｊａｐａｎに主なメンバーとして

参加しています。 

 

参加国 研究助成機関名 

日本 科学技術振興機構（ＪＳＴ） 

スペイン スペイン国家研究機構（ＡＥＩ） 

スロバキア スロバキア科学アカデミー（ＳＡＳ） 

チェコ チェコ科学アカデミー（ＣＡＳ） 

チェコ チェコ教育青年スポーツ省（ＭＥＹＳ） 

ドイツ ＤＬＲプロジェクト管理機関（ＤＬＲ） 

トルコ トルコ科学技術研究会議（ＴＵＢＩＴＡＫ） 

ノルウェー ノルウェー研究委員会（ＲＣＮ） 

ハンガリー ハンガリー国立研究開発イノベーション局（ＮＫＦＩＨ） 

フランス フランス国立科学研究センター（ＣＮＲＳ）（事務局） 

フランス フランス国立研究機構（ＡＮＲ） 

ブルガリア ブルガリア国立科学基金（ＢＮＳＦ） 

ポーランド ポーランド国立研究開発センター（ＮＣＢＲ） 

リトアニア リトアニア革新機構 

 

 

 

 

別紙３ 



9 

 

 

ＥＩＧ ＣＯＮＣＥＲＴ－Ｊａｐａｎ 第９回募集Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅメンバー一覧 

 

 

国 氏名 所属 備考 

フランス デイヴィッド・ベルテボー フランス国立科学研究セ

ンター 

議長 

ブルガリア ヴェラ・マリノバ 光学材料技術研究所 委員 

チェコ ステファン・ヴァイダ J.ヘイロフスキー物理化

学研究所 

委員 

ハンガリー ジェルジ・カプティ ミシュコルツ大学 委員 

日本 遠藤 明  産業技術総合研究所 委員 

ポーランド カタジナ・マトラス ポストウ

ェック 

クラクフ工業大学 委員 

スロバキア ミラン・タパジッナ  スロバキア科学アカデミ

ー 

委員 

スペイン ケイン・バララット バルセロナマイクロエレ

クトロニクス研究所 

委員 

トルコ バルシィ・シナン イズミル工科大学  委員 

 

 

 

  

別紙４ 
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戦略的国際共同研究プログラム(ＳＩＣＯＲＰ） 

ＥＩＧ ＣＯＮＣＥＲＴ－Ｊａｐａｎ 

令和４年度採択課題評価基準 

 

ＥＩＧ ＣＯＮＣＥＲＴ－Ｊａｐａｎ課題評価基準 

（１）科学的評価  質の高い研究概念と目的 

 アイデアの革新性、独自性 

 研究者の質、パートナーの資質（科学論文数など）  

 申請者所属機関の評価  

（２）成果のインパクト  学術的インパクト 

 イノベーション推進への貢献度や新規性 

 開発や成果の普及への見込み 

 国際共同研究の付加価値  

（３）管理運営  研究手法の質と効率性  

 ワークプランの実現可能性（管理運営、予算、資源、

タイムスケジュール） 

 プロジェクトパートナー同士の相互寄与、補完性  

 協働の継続、研究の発展性 

 分野複合的であるか  

 若手研究者の参画およびジェンダーバランス 

 

 

 

参考 


